
　

こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
責

任
と
自
覚
を
も
た
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
医
師
を
目
指

し
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
人

の
命
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
自

覚
し
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
し

た
い
で
す
。

　

両
親
は
愛
情
を
持
っ
て
私
を

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
恩
返
し

し
た
い
で
す
。

　

23

責
任
あ
る
大
人
に

万
感
の
思
い
を
胸
に
旅
立
ち

　

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
新
成
人
1
2
3
人
を
代
表
し
て
諏
訪
部
純
平
さ
ん
と
工
藤
恵
里
那

さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
先
頭
を
走
る
の
は
私
た
ち
。

明
る
い
未
来
を
創
り
た
い
」
と
力
強
く
成
人
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
が
制
作
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
上
映
で
は
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
英
樹
監
督
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
。「
夢
は
持
ち
続
け
る
限
り
可
能
性
が
あ
る
。
夢
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た
。 

　　　

も
っ
と
視
野
を
広
く
し
て
全

体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
お
母
さ
ん
の

よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
、
お
父

さ
ん
の
よ
う
な
人
と
結
婚
し
た

い
で
す
。

　

今
は
札
幌
の
大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
。
札
幌
に
出
て
か
ら
栗

山
の
良
さ
が
と
て
も
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
ど
こ
か
の

ま
ち
で
就
職
し
た
と
し
て
も
、

い
ず
れ
は
栗
山
に
戻
っ
て
き
た

い
で
す
。

視
野
の
広
い
大
人
に

1力強い成人宣言。2記念品のお
酒はちゃんと二十歳になってか
ら。3椿原紀昭町長から「若い情
熱を持ってチャレンジしてくださ
い」と激励。4祝電披露。たくさ
んの方からお祝いのメッセージが
贈られました。5友人たちと久し
ぶりの再会。6実行委員会のメン
バー。ご苦労様でした。7司会進
行は緊張の連続。8式も終わり自
然と笑顔がこぼれます。

万感の思いを胸に旅立ち

2013 成人式

新成人への記念品として、式で撮影した記念写真をラベルにしたお酒と、
栗山英樹さんからのメッセージが贈られました。

千葉 慶宜さん

金谷美咲さん

平
成
25
年
1
月
13
日

1
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町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
目
的
か
ら
政
策
評
価
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え

た
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を

行
い
、
次
年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反

映
す
る
仕
組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
そ
の
評
価
の
サ

イ
ク
ル
に
町
民
が
参
加
す
る
政
策
評
価
委

員
会
（
外
部
評
価
）
を
設
置
し
、
町
民
の

目
線
か
ら
の
事
業
改
善
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
委
員
会
は
、
町
民
委
員
５
人
（
右
表
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
酪
農
学
園
大
学
の
河

合
博
司
教
授
（
地
方
自
治
研
究
室
）
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
評
価
基
準
の
設
定
か
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平成 24 年度栗山町政策評価委員会報告
● REPORT

町民の声を

町政に届ける
町民の声を

町政に届ける
“ 町民目線 ” の評価結果を町長に報告（6 事業）

　町の実施する各種事業を “ 町民の目線 ” から評価し、改善につなげること
を目的とする政策評価委員会（永池英彦委員長）が昨年 12 月 21 日、栗山
町第５次総合計画から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告
しました。町では、現在、評価委員会の評価を踏まえた予算編成作業を行っ
ており、平成 25年度事業での改善策について協議しています。

ら
、
事
業
選
定
、
事
前
学
習
を
経
て
、
担

当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
説
明
・

質
疑
）
を
実
施
。
①
必
要
性
、
②
公
平
性
、

③
実
施
方
法
（
実
施
内
容
、事
業
コ
ス
ト
）、

④
協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）、
⑤

事
業
成
果
の
５
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
声
を
受
け
て

　
ま
ち
の
仕
事
の
改
善
を

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 7 月より事業選定、事前学習などを実施
　委員会開催は 12 回

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

平成 24 年度の報告書を椿原町長に
手わたす永池英彦委員長ほか４人の
委員の皆さん（12月 21日）

委員長 永池　　英彦 湯　地

副委員長 坂口　由紀子 北学田
委　員 大沼　　英明 松風２
委　員 越前谷　　徹 富　士
委　員 古瀬　　鈴子 朝日４

●政策評価委員（※敬称略）

※酪農学園大学・河合博司教授（地方自治研究室）
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

評価対象事業 総合評価コメント（改善のポイントなど） 判　定

①栗山町農業振興公社事業
　　※農地流動化対策、農業担い手の育成
　　　・支援などを目的とする公社の運営
　　　（特に担い手対策を中心に評価）

●農業を理解してもらううえでも、公社設立の意義やメリットを
　町民に発信すべき（町広報やホームページ）。
●公社運営に対する女性の参画を。
●担い手対策について、土地の集約や財政支援は重要であるが、
　人材育成や配偶者の確保にも留意した事業展開をすべき。

何らかの改善
を伴う継続

②特定健診および保健指導事業
　　※国民健康保険加入者の 40 歳以上を
　　　対象に、生活習慣病（高血圧・高血
　　　糖・脂質異常など）の予防に向けた
　　　健診および保健指導を行う事業

● ｢福祉のまち栗山｣ にとって受診率の低さは大きな問題。近隣
　の事例から、原因は “ 何か ” をさぐり早急に手を打つべき。
●栗山独自の無料健診（29 歳および 34 歳、3 年連続の 3 年目）
　の意義が住民に浸透していない。
●町広報はもとより、医療機関との協力強化、集団健診の充実、
　健康づくり推進員の活用など、あらゆる手段で対応すべき。
●食育事業との連携も必要。

何らかの改善
を伴う継続

③介護予防事業
　　※高齢者の要介護状態の予防を目的に
　　　専門指導による運動や、体力づくり
　　　教室を実施する事業

●利用者負担が利用者の重荷にならないよう気を配って欲しい。
●現在は体力づくり中心のメニューであるが、医療機関とも連携
　した独自性のあるメニュー（認知症対策、生きがいづくりなど）
　づくりが必要。
●より多くの対象者に知ってもらう工夫が必要。
●さらに高齢化が進む中「栗山なら安心」といえるまちづくりを。

何らかの改善
を伴う継続

④廃棄物中間処理施設整備事業
　　※埋立ごみの炭化処理を行い、ごみ
　　　の減量と、最終処分場の延命化を
　　　図る事業（炭の地域還元も予定）

●ごみモニター制度や、子どもへの啓発（ごみ育）など、新たな
　視点で、さらなる周知を検討してはどうか。
●炭の活用に関しては、成果が上がらないのが不満。もっと住民
　の声を聞いて良い方法をさぐって欲しい。
●施設の管理経費（約 2,300 万円）の削減に努力を。
●炭化施設での爆発事故がすぐに町民に伝わらず、2 ヵ月も後に  
　報告されたことは、協働のまちづくりの精神に反する

何らかの改善
を伴う継続

⑤防災情報通信手段調査・構築事業
　　※災害時の情報伝達の手段に関する
　　　調査検討を行う事業（防災無線、
　　　コミュニティ FM 活用など）

●多額の費用を要する防災無線より、携帯電話やメディアを通じ
　た伝達方法、住民相互で助け合う方式など、各地の事例を調査
　して、栗山だからこそできる伝達手段の構築を。
●検討委員会の設置も良いが、自治基本条例が制定されるので、
　広く住民参加により事業の内容を問うのも良い。
●災害はいつ起きるか分からないので早急に検討して欲しい。

現状どおり継続

⑥介護福祉学校運営事業
　　※介護福祉士を養成する町立の介護
　　　福祉学校の運営
　　　（特に学生募集を中心に評価）
　　　（H24 入学 56 人／定員 80 人）

●介護福祉学校は ｢福祉のまち栗山｣ のシンボルであるが、学校
　も学生もまちに溶け込んでいない。あらためてその意義を町民
　が理解できるように投げかけて欲しい。
●頑張っている学生の姿を紹介するなど、広報やメディアを使っ
　た周知活動、地元との交流、特色ある講座、奨学金制度など、
　全ての方法を見直して学生の確保を。
●卒業生（介護福祉士）の待遇改善を国に訴え続けていくべき。

何らかの改善
を伴う継続

●平成 24 年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

評
価
委
員
会
で
は
、
各
事
業
を
評
価
す

る
に
あ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
視
察

や
担
当
者
を
招
い
て
の
事
前
学
習
を
実
施

す
る
な
ど
、
学
習
と
現
状
把
握
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
単
な
る
行
政
批
判
や
事
業
の

是
非
を
判
断
す
る
視
点
で
は
な
く
、
官
民

の
情
報
共
有
と
、
町
民
参
加
に
よ
る
事
業

改
善
の
視
点
か
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
池
委
員
長
は
「
町
民
の
熱
意
が
ま
ち

を
変
え
る
、
と
い
う
思
い
で
活
動
し
た
。

町
民
参
加
の
ま
ち
を
目
指
し
て
自
治
基
本

条
例
制
定
に
向
か
う
中
、
こ
の
委
員
会
が

町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
あ
っ

て
欲
し
い
」と
感
想
を
述
べ
、椿
原
町
長
は
、

「
町
民
の
関
心
の
高
い
事
業
を
選
定
し
、
率

直
に
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
結
果
を
受
け

止
め
、
予
算
編
成
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

し
た
い
」
と
、
半
年
近
く
に
わ
た
る
委
員

会
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
パ
イ
プ
役
に
…

▼町担当者に対する事業ヒアリング▼介護福祉学校の現地視察と学習会

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502



１  行政全体の見直しに関すること

■月額給料の削減および各種手当の廃止・削減 （特別職、一般職）　　　　　　　　　　　（実施年月）

○特別職 町長１０％、副町長８％、収入役・教育長７％削減 平成１５年４月～平成１８年３月

町長２０％、副町長１５％、教育長１０％削減 平成１８年６月～平成２０年３月

町長３０％、副町長２０％、教育長１５％削減 平成２０年４月～平成２２年３月

町長２０％、副町長１５％、教育長１０％削減 平成２２年４月～

○一般職 一律１０％相当額削減 平成２０年４月～平成２５年３月

○期末勤勉手当の役職加算凍結（特別職、一般職） 平成１９年４月～

○その他各種手当の削減（管理職、住宅・通勤、特殊勤務手当など） 平成１９年４月～

■職員数の削減 （平成１６年　１９２人⇒平成２７年予定 １３６人　※５６人削減）

○組織機構の見直し（収入役制度、部長制の廃止） 平成１８年７月～

○職員勧奨退職制度の導入（４０歳以上の職員） 平成１９年１月～平成２２年３月

○職員希望降任制度の導入（係長相当職以上の職員） 平成１９年１月～

○組織機構の見直し（係制の廃止とグループ制の導入） 平成１９年７月～

■その他の取り組み

○民間委託業務の拡大（保育所、泉徳園の民間移管など） 平成１７年４月～

○公共施設管理方法の見直し（指定管理者制度の導入、中央公民館の利用廃止） 平成２０年４月～

○公債費の平準化（町債の返済期間延長と低利率資金への借換） 平成１９年４月～平成２２年３月

○投資的事業の計画見直し　 平成１７年４月～

○一般施策の見直し（団体・事業補助金および町単独福祉施策など）　 平成１７年４月～

２  歳入の確保に関すること
■町税税率の改定、新税の導入など

○都市計画税率の改定 （現行税率０．２％⇒０．３％） 平成１８年４月～

○軽自動車税率の改定 （標準税率⇒標準税率の１．２倍） 平成１８年４月～

（標準税率の１．２倍⇒標準税率の１．５倍） ※平成２５年４月～

○入湯税の導入 （宿泊者１人に対し、１泊あたり１５０円を課税） 平成１８年４月～

○入湯税の拡大 （日帰り客１人に対し、５０円を課税） 平成２１年４月～

○固定資産税 （現行税率１．４％⇒１．６％） ※平成２４年４月～

○町民税法人税割 （現行税率１４．５％⇒１４．７％） ※平成２４年４月～

○都市計画税課税区域の拡大　 （角田地区を新たに追加） ※平成２６年４月～

■その他の取り組み

○公共施設使用料金の改定 平成１７年４月～

○広告事業の導入による広告料の徴収 平成１９年４月～

○ごみ処理手数料の改定（資源ごみを除く現行料金を３０％値上げ） ※平成２５年４月～

※印の実施年月は、いずれも平成 28 年以降の実施へと変更

第３次行財政改革の取組状況と今後の計画
＜平成１７年度～平成２７年度の改革プラン主要項目を抜粋＞

本
町
で
は
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
平
成
12
年
度

か
ら
の
第
１
次
行
財
政
改
革
、
平

成
15
年
度
か
ら
の
第
２
次
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
強
力
に
推
し
進
め

ら
れ
る
国
の
構
造
改
革
や
近
隣
町

と
の
合
併
破
た
ん
、
今
後
の
財
政

見
通
し
（
中
長
期
財
政
推
計
）
に

よ
る
累
積
赤
字
見
込
額
の
発
生
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
構
造
を
見

直
し
、
持
続
可
能
な
も
の
へ
転
換

し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
対
策
と
し

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
の
11
カ
年
を
取
組
期
間
と
す
る

第
３
次
行
財
政
改
革
「
が
ん
ば
る

栗
山
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、
積

極
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

6

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

行
財
政
改
革
の
取
組
状
況

vol.10

7

■
第
３
次
行
財
政
改
革
の
概
要

第
３
次
行
財
政
改
革
は
、
行
政

体
制
の
ス
リ
ム
化
と
人
件
費
の
削

減
、
計
画
的
な
投
資
的
事
業
の
実

施
と
町
債
発
行
の
抑
制
、
積
極
的

な
民
間
開
放
と
広
域
行
政
の
推
進

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
経
済
情

勢
や
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
中

で
、
進
捗
状
況
を
管
理
し
、
改
革

事
項
の
達
成
状
況
を
確
認
し
て
い

く
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

改
革
の
前
倒
し
や
追
加
の
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
改
革
プ
ラ
ン

の
取
組
状
況
や
今
後
実
施
す
る
内

容
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。
行
財
政
改
革
の
実
現
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
な

情
報
の
発
信
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
改
革
の
取
組
経
過
と
実
績

①
平
成
16
年
10
月
試
算
の
財
政
推

計
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
ま

で
に
74
億
円
の
累
積
赤
字
額
が

見
込
ま
れ
た
た
め
、
全
て
の
累

積
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
の
、

第
３
次
行
財
政
改
革
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
平
成
19
年
７
月
試
算
の
財
政
推

計
の
見
直
し
に
お
い
て
、
赤
字

見
込
額
が
98
億
円
に
増
加
。
第

１
次
改
革
プ
ラ
ン
で
40
億
円
を

解
消
し
ま
し
た
が
、
残
り
の

58
億
円
を
解
消
す
る
た
め
に
、

新
た
な
追
加
対
策
を
含
め
た
改

革
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※
第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

18
億
円
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

③
平
成
21
年
９
月
試
算
の
財
政
推

計
の
見
直
し
に
お
い
て
、
赤
字

見
込
額
が
40
億
円
か
ら
15
億
円

に
減
少
。
現
在
実
施
し
て
い
る

第
３
次
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、

全
て
の
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

① 財政推計試算
（平成 16 年 10 月）

② 財政推計試算
（平成 19 年 7 月）

第２次改革プラン実施後 ③ 財政推計試算
（平成 21 年 9 月）

累積赤字見込額
７４億円

累積赤字見込額
９８億円

累積赤字見込額
４０億円 累積赤字見込額

１５億円

第３次行財政改革の取組経過と実績（累積赤字見込額の解消）

全ての累積赤字を解
消するための、第３
次行財政改革を実施

（平成 17 年～平成 27 年）

累 積 赤 字 58 億 円
を 解 消 す る た め
に、新たな追加対策
を含めた改革を実施

（平成 19 年～平成 27 年）

第２次改革プランの実
施により 18 億円を解
消（平成 19 年～平成 20 年）

第 1 次改革プランの実
施により 40 億円を解
消（平成 17 年～平成 18 年）

全 て の 累 積 赤 字
を 解 消 す る た め
の、第３次改革プラ
ンを実施

（平成 21 年～平成 27 年）

第３次行財政改革の概要（全体平成 17 年～平成Ｈ 27 年）
○第１次改革プラン（平成 17 年～平成 18 年）
○第２次改革プラン（平成 19 年～平成 20 年）
○第３次改革プラン（平成 21 年～平成 27 年）



□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
社
会
保

険
任
意
継
続
、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
（
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書

の
添
付
が
必
要
で
す
）

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
は
控
除
証
明
書

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
登
記
事
項
証
明
書
、住
民
票
の
写
し
、

売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書

□
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
が
い
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
な
ど
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

【
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は

除
く
）を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
で
も
、「
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ
り
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
事
前
に
「
町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・

介
護
グ
ル
ー
プ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人
名
義
の
銀

行
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額
が
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
、
年
末
調

整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
を
納
付
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
金
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方
で
給

与
・
事
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ
る

方
（
給
与
の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
収

入
の
な
い
方
、
ま
た
は
少
な
い
方
で
も
国

民
健
康
保
険
税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽

減
措
置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

□
印
鑑
（
認
め
印
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ
れ
た
方
は

必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・
年
金
の
あ

る
方
は
源
泉
徴
収
票
。
無
く
し
た
方
は
再

発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）
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期　　日 時　　間 会　　場

休
日
相
談

2 月 24 日㈰

8：30 ～ 12：00 役場 1 階税務課  ⑧番窓口
☎ 73-7505

3 月 10 日㈰

平
日
相
談

2 月 18 日㈪～
3 月 15 日㈮の平日

  8：30 ～ 12：00
13：00 ～ 17：15

3 月 5 日㈫
  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

南部公民館　☎ 75-2111

3 月 6 日㈬
  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

角田農村環境改善センター
　　　　　　　  ☎ 72-6040

※上記日程の間は大変混み合いますので、時間に余裕をもってお越しください。特に 3 月 5 日～ 6
日は出張相談のため役場税務課窓口の職員が少なく非常に混雑します。できるだけ別の日にお越
しください。

※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署へご相談ください。

申告相談日 ◆ 時間に余裕を持ってお越しください。

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　
今
年
も
、
所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
道
民
税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
必
要
書

類
な
ど
を
用
意
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
正
し
く
、
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ

う(

還
付
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
２
月
18
日
以
前
で
も
受
付
い
た
し

ま
す)

。

税に関する相談・お問い合わせ
申告内容は個人によって異なります。申告の

仕方や書類など、ご不明な点がありましたら

お気軽にご相談ください。

■岩見沢税務署  ☎ 0126-22-0810
■町税務課課税グループ  ☎ 73-7505

２
月
18
日
月
か
ら

3
月
15
日
金
ま
で

税
申

の

告

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

始
ま
り
ま
す
!



こ
ん
に
ち
は
！

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
す
べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

こ
ん
に
ち
は
、
一
般
社
団
法

人
栗
山
青
年
会
議
所
の
今
年
度

理
事
長
を
務
め
ま
す
飯
尾
隆
亮

で
す
。

昨
年
12
月

に
私
た
ち
栗

山
青
年
会
議

所
の
賛
助
会
員
で
あ
り
ま
す
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
栗
山
英
樹
監
督
の
優
勝
パ

レ
ー
ド
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
盛
り
上

が
り
、
夢
と
感
動
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
当
青
年
会
議
所
で
は

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り　

す

べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
活

動
し
事
業
を
行
い
、
そ
こ
に
参

加
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
人

た
ち
も
笑
顔
に
な
る
。
地
域
の

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
ば
、
そ

の
地
域
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
明

る
い
・
楽
し
い
・
こ
こ
ろ
豊
か

な
地
域
が
で
き
る
と
と
も
に
、

未
来
の
宝
で
あ
る
「
子
ど
も
た

ち
」
も
笑
顔
に
な
り
、
こ
の
地

域
も
輝
い
て
い
く
と
い
う
想
い

で
す
。

今
年
度
も
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

や
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
共
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
子
ど
も
た
ち
・
笑
顔
あ
ふ
れ

る
地
域
・
輝
け
る
地
域
を
夢
見

て
、
活
動
・
運
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

栗山監督の優勝パレード

私
た
ち
　
栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑬
　

■
歩
行
者
と
し
て
！

冬
道
の
安
全
歩
行
の
ポ
イ
ン
ト

○
滑
り
に
く
い
靴
を
履
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
歩
幅
を
小
さ
く
し

た
り
、
靴
の
裏
全
体
を
路
面
に

つ
け
る
な
ど
、
滑
り
に
く
い
歩

き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
転
倒
時
の
ケ
ガ
に
備
え
、
帽

子
や
手
袋
な
ど
を
着
用
し
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
手
を
出
し
て
歩
き

ま
し
ょ
う
。

○
積
雪
や
除
雪
に
よ
り
道
幅
が
狭

く
な
り
ま
す
。
車
の
動
き
を
マ

メ
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

む
や
み
に
車
道
を
歩
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い
色
の

服
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な

ど
、
早
く
自
分
の
存
在
に
気
づ

い
て
も
ら
う
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

私
た
ち
　
栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑬
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今
年
の
冬
も
雪
が
多
く
、
車
道

や
歩
道
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
ま

す
。
路
面
は
、
積
雪
や
凍
結
に
よ

り
た
い
へ
ん
滑
り
や
す
く
な
っ
て

お
り
、
車
の
ス
リ
ッ
プ
や
歩
行
時

の
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故
が
増
加

し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
は
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
ゆ
っ
く
り

と
行
動
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
と
し
て
！

冬
道
の
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

○
運
転
前
の
準
備

　

車
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
ま

ま
運
転
を
す
る
と
、
走
行
中
に

雪
が
落
下
し
て
非
常
に
危
険
で

す
。
発
車
前
に
必
ず
雪
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
の
凍
結
・
曇
り
を
解

消
し
、
視
界
を
十
分
に
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

○
『
急
』
の
つ
く
運
転
操
作
は
絶

対
に
し
な
い

　

急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

ン
ド
ル
は
ス
リ
ッ
プ
を
招
き
ま

す
。
ソ
フ
ト
な
運
転
操
作
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
を
予
測
し
て
慎
重
な
運
転

を

　

雪
道
・
凍
結
路
で
は
停
車
距
離

が
非
常
に
長
く
な
り
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
、
車
間
距
離
を

十
分
に
と
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
わ
だ
ち
の
あ
る
道

で
は
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
減
速
は
早
め
に

　

ブ
レ
ー
キ
を
小
刻
み
に
踏
み
、

カ
ー
ブ
や
交
差
点
で
は
手
前
で

十
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
を
思
い
や
る
運
転
を

　

歩
行
者
は
、
寒
さ
や
足
元
の
悪

さ
の
た
め
周
り
を
よ
く
見
て
い

な
か
っ
た
り
、
積
雪
や
除
雪
に

　

よ
り
車
道
を
歩
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
歩
行
者
の
近
く
を
通
過

す
る
際
は
、
安
全
な
間
隔
の
保

持
や
徐
行
を
す
る
な
ど
、
歩
行

者
を
守
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第
１

分
団
（
田
鎖
充
雄
分
団
長
）
に
よ

る
「
出
初
は
し
ご
の
り
」
が
１
月

6
日
、
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
無

火
災
を
祈
願
し
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
高
さ
約
7
メ
ー
ト
ル

の
は
し
ご
の
上
で
登
梯
（
と
て

い
）
員
が
掛
け
声
と
と
も
に
妙
技

を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
出

初
式
で
は
、
第
1
分
団
か
ら
第
3

分
団
の
団
員
１
２
２
人
と
救
急

車
、
は
し
ご
車
な
ど
13
輌
の
消
防

車
が
、
駅
前
通
り
を
力
強
く
行
進

し
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
貢

献
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

元
栗
山
消
防
団
分
団
長　

小
針　
　

清

元
栗
山
消
防
団
部
長　

大
川　

一
夫

元
栗
山
消
防
団
班
長　

谷
永　

良
一

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
副
分
団
長　

伊
藤　

三
也

第
３
分
団
部
長　
　

小
野
寺　

均

■
勤
労
章
（
勤
続
20
年
）

第
２
分
団
班
長　
　

橋
元　
　

治

第
３
分
団
班
長　
　

村
岡　

信
春

第
１
分
団
団
員　
　

高
杉　

文
浩

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

蛯
名　

勇
人

第
１
分
団
団
員　
　

村
上　
　

渉

第
１
分
団
団
員　
　

大
旗　
　

修

第
２
分
団
団
員　
　

田
中
一
寿
夫

第
２
分
団
団
員　
　

高
野　

龍
一

第
３
分
団
団
員　
　

橋
本　

克
己

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

第
３
分
団
分
団
長　

鈴
木　

英
雄

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
部
長　
　

清
水　

嘉
則

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

渋
谷　

俊
昭

第
３
分
団
班
長　
　

村
岡　

信
春

第
１
分
団
団
員　
　

高
杉　

文
浩

第
２
分
団
団
員　
　

都
築　

輝
昭

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

蛯
名　

勇
人

第
１
分
団
団
員　
　

中
井　

浩
輝

第
１
分
団
団
員　
　

大
旗　
　

修

第
２
分
団
団
員　
　

田
中
一
寿
夫

第
２
分
団
団
員　
　

高
野　

龍
一

第
２
分
団
団
員　
　

藤
島　

利
充

第
２
分
団
団
員　
　

中
川　

和
政

第
３
分
団
団
員　
　

橋
本　

克
己

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部

長
表
彰

■
功
績
章

第
２
分
団
分
団
長　

早
苗　

雄
二

第
１
分
団
班
長　
　

小
室　

雅
裕

第
３
分
団
班
長　
　

松
本　

俊
一

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

第
２
分
団
班
長　
　

藤
森　

洋
貴

第
２
分
団
団
員　
　

則
武　

悠
司

第
３
分
団
団
員　
　

中
島　

豊
浩

■
勤
続
章
（
勤
続
5
年
）

第
１
分
団
団
員　
　

吉
田　

啓
二

第
１
分
団
団
員　
　

原
口　

宜
大

第
２
分
団
団
員　
　

増
田　

忠
宏

第
２
分
団
団
員　
　

水
上　

信
吾

第
３
分
団
団
員　
　

伊
藤　

寛
人

第
３
分
団
団
員　
　

安
藤　

一
也

無火災を願って !無火災を願って !
栗山消防団出初式・出初はしごのり

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　
町
環
境
生
活
課
　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

路
面
に
応
じ
た
安
全
運
転
と

ケ
ガ
や
事
故
に
遭
わ
な
い
歩
行
を
！



生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診

は
、平
成
20
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、

今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
栗
山
町
の
受

診
率
は
年
々
低
下
し
、
近
隣
町
村
と
比
較
し

て
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

特
定
健
診
を
継
続
し
て
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
毎
年
受
診
す
る
と
、
３
年
目

の
健
診
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
毎
年
特

定
健
診
を
受
け
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

栗
山
町
の
地
区
別
受
診
状
況
（
表
２
）
で

は
、
12
月
末
時
点
で
農
村
地
区
に
比
べ
市
街

地
の
受
診
率
が
10
％
前
後
と
低
い
状
況
で

す
。
今
年
度
、
最
後
の
集
団
健
診
の
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

２
月
26
日
㈫
・
28
日
㈭
の
２
日
間

【
場
所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

（
健
診
機
関
：
栗
山
赤
十
字
病
院
）

【
健
診
内
容
・
対
象
】

・
特
定
健
診
～
栗
山
町
国
保
に
加
入
さ
れ
て

い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
方

・
が
ん
検
診
（
肺
・
大
腸
）
～
35
歳
以
上
の

町
民

※
い
き
い
き
健
診
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

先
月
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に
よ
る
む
し

歯
予
防
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
た
が
、
一
番
気
に
な
る
の
が
、

「
本
当
に
フ
ッ
素
っ
て
安
全
な
の
？
」

「
副
作
用
と
か
な
い
の
？
」

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
と
は
？

ま
ず
、
フ
ッ
化
物
の
主
成
分
、
フ
ッ
素

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
自
然
界
に
広
く
分
布
し
て
い
る
元
素

で
す
。

フ
ッ
素
は
、
自
然
界
に
広
く
分
布
し
、

土
壌
中
に
2
8
0
p
p
m
、
海
水
中
に

1
・
3
p
p
m
含
ま
れ
、
私
た
ち
が
毎

日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
や
飲
食
品
（
海
産

物
、
肉
、
野
菜
、
お
茶
、
ビ
ー
ル
な
ど
）

に
も
含
ま
れ
て
い
る
自
然
環
境
物
質
で

す
。
も
ち
ろ
ん
私

た
ち
の
体
の
骨
や

歯
、
唾
液
、
血
液
、

内
臓
な
ど
に
も
存

在
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
フ
ッ
素

は
大
変
反
応
性
が

強
い
元
素
で
あ
る

た
め
、
自
然
界
で
は
単
独
の
元
素
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
は
な
く
、
必
ず
他
の
何
ら
か
の

元
素
と
結
合
し
た
フ
ッ
化
物
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
の
安
全
性
に
つ
い
て

フ
ッ
化
物
の
洗
口
液
を
誤
っ
て
飲
み
込
ん

だ
場
合
、
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
か
と
言
い
ま

す
と
、
一
回
分
を
飲
み
込
ん
だ
と
し
て
も
身

体
に
は
全
く
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ッ
化
物
洗
ロ
が
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
か

ど
う
か
次
の
急
性
中
毒
と
慢
性
中
毒
の
両
面

か
ら
解
説
し
ま
す
。

【
急
性
中
毒
】

一
度
に
多
量
の
フ
ッ
化
物
を
摂
取
し
た
と

き
に
生
じ
る
も
の
で
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
腹

部
不
快
感
な
ど
の
症
状
を
示
し
ま
す
。
フ
ッ

化
物
の
急
性
中
毒
董
は
、
体
重
1
㎏
あ
た
り

2
㎎
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
就
学
前
の

幼
児
（
体
重
20
㎏
）
場
合
、
急
性
中
毒
量
は

フ
ッ
化
物
と
し
て
40
㎎
で
あ
る
の
に
対
し
、

週
5
回
法
の
洗
口
液
1
回
分
7
㎖
に
含
ま
れ

る
フ
ッ
化
物
量
は
1
・
6
㎎
で
あ
る
の
で
、

40
÷
1
・
6
＝
25
、
す
な
わ
ち
25
人
分
以
上

を
一
度
に
飲
み
込
ま
な
い
限
り
急
性
中
毒
量

に
は
達
し
ま
せ
ん
。

【
慢
性
中
毒
】

フ
ッ
化
物
の
慢
性
中
毒
は
歯
の
フ
ッ
素
症

と
骨
硬
化
症
で
す
。
歯
の
フ
ッ
素
症
は
あ
ご

の
骨
の
中
で
歯
が
作
ら
れ
て
い
る
時
期
に
長

期
間
継
続
し
て
フ
ッ
化
物
が
摂
取
さ
れ
た
と

き
に
発
現
し
ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
を
開
始

す
る
時
期
で
あ
る
4
歳
ご
ろ
に
は
永
久
歯
の

前
歯
部
の
歯
冠
部
（
歯
の
根
の
上
の
口
の
中

に
現
れ
る
部
分
）
は
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い

る
の
で
、
問
題
と
な
る
前
歯
部
に
歯
の
フ
ッ

素
症
が
発
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
硬
化
症
は
、
フ
ッ
化
物
濃
度
8
p
p
m

以
上
の
飲
料
水
を
20
年
間
飲
み
続
け
る
な
ど

長
期
間
継
続
し
て
摂
取
し
た
と
き
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
疾
患
で
す
の
で
、
フ
ッ
化

物
洗
口
で
発
生
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に
は
劇
薬
を
用
い

る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
報
告
も
あ
り
ま
す

が
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口

液
は
劇
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ッ
化
物
洗
口
に
は
主
に
フ
ッ
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
水
溶
液
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
販
の

医
薬
品
で
あ
る
ミ
ラ
ノ
ー
ル
や
オ
ラ
ブ
リ
ス

は
薬
事
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
劇
薬
扱
い
と

な
り
、
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
試
薬
も
粉
末

で
は
劇
薬
に
相
当
し
ま
す
が
、
洗
口
に
用

い
ら
れ
る
溶
液
は
、
濃
度
の
高
い
場
合
で

も
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
濃
度
が
0
・
０
９
％

（
9
0
0
p
p
m
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

規
則
に
あ
る
劇
薬
指
定
除
外
規
定
の
フ
ッ
化

物
濃
度
1
％
以
下
に
該
当
と
な
り
劇
薬
指

定
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
口
の
中

に
キ
ズ
や
口
内
炎
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に

影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
フ
ッ
化
物
洗
口
は
安
全
で
、
む
し
歯
予

防
に
有
益
な
方
法

フ
ッ
化
物
流
口
剤
を
歯
科
医
院
で
処
方

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
で
も

フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
正
し
く
実
施
す
れ
ば
集
団
で
行
う

の
と
同
じ
む
し
歯
予
防
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
で
何
年
も
の
間
、
毎

日
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
洗
口
後

約
30
分
以
内
に
飲
食
物
を
摂
取
す
る
と
、

フ
ッ
化
物
が
失
わ
れ
、
そ
の
予
防
効
果
が

期
待
で
き
な
く
な
る
特
性
が
あ
り
ま
す
。

学
校
、
施
設
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
も
な

く
、
さ
ら
に
、
授
業
と
授
業
の
間
や
始
業

前
に
洗
口
を
実
施
し
、
そ
の
ま
ま
授
業
に

入
る
な
ど
の
対
応
も
で
き
る
た
め
、
学
校

や
施
設
で
行
う
の
が
一
番
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

町
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で

は
現
在
、
希
望
者
に
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
か
、

お
近
く
の
歯
科
医

院
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

つぎたて歯科　　院長 福
ふ く だ

多　一
かずまさ

雅

健康のコラム

地区名 対象者数 受診者数 受診率
松 風 397 46 11.6%
中 央 467 34 7.3%

錦 80 13 16.3%
桜 丘 138 15 10.9%
朝 日 287 43 15.0%
富 士 137 22 16.1%
中 里 173 21 12.1%
湯 地 123 13 10.6%

森 3 1 33.3%
鳩 山 37 4 10.8%
雨煙別 57 7 12.3%
緑 丘 2 0 0.0%
北学田 55 17 30.9%
桜 山 43 10 23.3%
杵 臼 88 26 29.5%
旭 台 60 22 36.7%
共 和 38 17 44.7%
三日月 29 3 10.3%
角 田 166 19 11.4%
阿野呂 43 21 48.8%
大井分 51 27 52.9%
南学田 83 31 37.3%
継 立 170 31 18.2%
日 出 41 7 17.1%
御 園 70 24 34.3%
南角田 34 15 44.1%
円 山 51 6 11.8%
東 山 0 0 0.0%
滝 下 11 5 45.5%
合 計 2,934 500 17.0%

表 2　平成 24 年　地区別特定健診受診状況
（平成 24 年 12 月末現在）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年
栗山町 22.5% 21.7% 20.3%
長沼町 62.2% 61.3% 56.0%
南幌町 35.8% 34.0% 36.2%
由仁町 52.2% 52.7% 52.2%
北海道 21.5% 22.6% 23.5%

表 1　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より

に
加
入
の
75
歳
以
上
の
方
）・
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
（
国
保
加
入
の
35
～
39
歳
の

方
）・
無
料
健
診
（
29
・
34
歳
の
方
）
も

一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

２
月
20
日
㈬
ま
で

健康なあなたも！　
通院中のあなたも！

年に一度　特定健診を受けましょう
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元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

13

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

特
定
健
診
の
受
診
は
お
済
で
す
か
？

集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す

接種忘れはありませんか？

３月３日㈰に
予防接種が受けられます！

【場所】にしみこどもクリニック
【時間】9：00 ～ 12：00 まで
【申込期限】３月１日㈮ 13：00 まで

【申込先・問い合わせ】
町地域医療・保健対策室　☎ 73-2256

～３月１日から７日は子ども予防接種週間です～


